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自社の業務遂行力を客観的に評価してみませんか？ 

～ 貴社 iCD 診断データを基にした「フレームワーク分析」ご提供の開始 ～ 

 
 

一般社団法人 iCD 協会（東京都千代田区、理事長：金 修）は、iCD（※１）を活用している企業が保有

するタスクを主体とした診断データ（以下、「iCD 診断データ」）を提示して頂けると、それらのデータ

を Wings(※２)を主としたフレームワーク（※３）にマッピングし、データバーやヒートマップの手法を活用

して、自社の業務遂行力の位置づけを可視化するサービス（以下、「フレームワーク分析サービス」）

を、今秋から提供の予定にしていることを発表いたします。 
「フレームワーク分析サービス」は、以下の２つのレポートから構成されます。 

① 企業単位の iCD 診断データによる「自社分析」 
② 複数企業の iCD 診断データを集約し、それを母数とした「動向分析」 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
１．「フレームワーク分析」の背景と目的 
  iCD を活用して頂いている各企業では、主として現状の業務および将来のビジネスを構成するタス

クを明確にされたうえで、関連する各タスクの遂行をグルーピングして役割として定義され、事業運

営や人材育成に効果を発揮頂いています。 
  一方で Wings は、iCD 協会がグローバルスキル標準である SFIA（世界で最も利用されている IT
人材の育成や評価のためのスキル標準）とコラボレーションして構築したフレームワークです。すな

わち Wings は業態を超えて職種／専門分野の全体を、最新のグローバルな視点で鳥瞰できるように構

成されたフレームワークといえます。 
こうした自社のタスクや役割を、最新のグローバルな職種／専門分野の視点（Wings）で整理し、

他社との比較も可能にしたのが「フレームワーク分析サービス」となります。 
  

[注釈] 

※１ iCD i コンピテンシディクショナリの略。IPA が開発し、iCD 協会が充実を図っているタスクと 

  スキルの辞書。参照 URL：https://www.icda.or.jp/about-icd/ 

※２ Wings iCD 協会がグローバルスキル標準である SFIA とコラボレーションして構築した枠組み。 

  参照 URL（その１）：https://www.icda.or.jp/2021/11/17/4346/ 

  参照 URL（その２）：https://www.icda.or.jp/2022/05/09/4977/ 

※３ フレームワーク Wings、SFIA、ITSS など、スキル等のコンピテンシを体系化した枠組みを、iCD 協会では 

  フレームワークと称する。 



  「フレームワーク分析サービス」では、以下のレポートを提供する予定です。 
① 自社分析 自社の iCD 診断データを Wings フレームワークにマッピングし、最新のグロー

 バルな職種／専門分野を鳥瞰した視点にて、自社の位置づけを把握可能とする。 
② 動向分析  当該サービスに賛同された複数企業の iCD 診断データを Wings フレームワー

 クにマッピングして、その全体傾向の把握を可能とする。 
  

 
 
 
 
２．フレームワーク分析サービスのイメージ 
 （１）自社分析 
     iCD 活用企業より csv 形式の iCD 診断データを送付して頂き、Wings のフレームワークに 

マッピングしたレポート(電子版)を提供します。以下が、そのイメージになります。 

     
   〈注〉数値表記のないグレーゾーンは、提示頂いた iCD 診断データからはタスク充足度が低い箇所（＝当該企業

 の未対応分野）を示している。 

  



 
（２）動向分析 

     弊協会に提示頂いた複数企業の iCD 診断データを集約して、Wings のフレームワークに 
マッピングし、データを提示して頂いた企業全体の傾向を可視化したレポート(電子版)を 
提供します。以下がそのイメージになります。 

    

 
 
３．フレームワーク分析サービスにて期待される効果 
  フレームワークは、業界動向や技術革新、さらには時代の趨勢等に応じて変化させて行くものにな

ります。SFIA も数年単位で改定されるため、iCD 協会でも適宜これに対応して Wings の体系ならび

にタスクの紐付けを見直し、当該サービスのベースになる Wings のフレームワークも最新の形に進化

させて行きます。 
その結果、各社におかれては、これまでのタスクを主体とした iCD 診断データによる情報管理を継

続しながらも、Wings のフレームワークを社外との情報共有のビューのひとつとして当該サービスを

ご利用して頂くことにより、次のような効果が期待されると思料いたします。 
l 他社との比較を通して自社の戦略を見直し、タスクや役割の定義に反映したい。 
l 社外に向けては、SFIA や Wings等のグローバルな視点のビューにて、人材活用の高度化（派

遣、調達、採用 等）を図っていきたい。 
l これまでの ITSS をベースとした人材育成関連の制度を、Wings のフレームワークも加味して

見直すことで、事業環境の変化や技術の進化に対応して行きたい。 
など 

   



 「フレームワーク分析サービス」は、今秋からの提供を予定しています。お申し込み方法につきまし

ては、準備が整い次第あらためてご案内を差しあげますので、ご期待のうえお待ち頂ければ幸いです。 
 
 
■一般社団法人 iCD 協会 

本社所在地 : 〒101-0046 東京都千代田区神田多町 2-2-22 千代田ビル 6F 

理事長 : 金 修 

設立 : 2018 年 2 月 

事業概要：独立行政法人情報処理推進機構(IPA)が公開した「iCD（i コンピテンシ ディクショナリ）」に関する調査

及び研究、普及啓発及び指導、情報の収集及び提供等 

URL : https://www.icda.or.jp/ 
 

  

 当リリースに関するお問い合わせ先 

  

一般社団法人 iCD 協会 

 担当：広報担当 

 Mail：icda-info@icda.or.jp 

 Tel：03-4530-6226 


